
８　学校アクションプラン

重点項目 学習活動

重点課題 主体的に学習に取り組む態度の育成

現　　状

方　　策

達成度

具体的な
取組状況

評　価

学校運営
協議会
の意見

次年度に向
けての課題

等

　第１学年　４０２分（現２年の１年次５８５分）
　第２学年　５９２分（現３年の２年次４７７分）
　第３学年　７００分（前年度７３９分）

　平均　　５６６分（前年度６０５分）

・学習時間だけでなく各自の家庭学習の取り組み方や
具体的な学習方法についても指導・助言を粘り強く行っ
た。
・３年は進路決定に向けて６月から各自の実態に合わ
せた個別指導を実施した。
・３年は２学期期末考査以降、共通テストに向けた特別
編成授業を行った。
・共通テスト受験者を対象として、放課後に8限補習を
開講し、さらなる学力向上を図った。。

・学習・生活実態調査を各期末考査後に実施したうえで教
員間で共有し、担任からの指導・助言への資料として活用
した。
・生徒とのきめ細かな面談により個性や学習スタイルの理
解に努め、個別の指導を行った。また、考査前に具体的
な目標点の設定を促した。
・生徒の回答を個々に分析すると、十分な学習成果を収
めている生徒であっても「学習に工夫が足りなかった」と回
答するなど、自己の学習への取り組みを厳しく省みる生徒
も見受けられた。

1年：C　　2年：A　　3年：A A

・１学年の学習時間について、取り組みをはじめたとの
ことで今後の時間増を期待したい。次年度新入生へは
早いうちから習慣定着の取り組みを始めることが必要
だと思う。
・学業との両立を目指しつつも、部活動に重点を置く生
徒一人ひとりの状況に合わせ、納得感のある目標や指
導のあり方を模索してほしい願う。

・新入生：基礎的な学習習慣の定着へ向け、早期に取
り組みを開始できるよう準備を進める。
・２年：進学に向けた課題学習を開始した。取り組みが
効果的に行われるよう継続的な指導を行う。
・３年：学習内容の確実な定着に向けた学習改善が課
題。各自の特性や得意科目を伸ばすことを足がかりに
した指導。
・定期的に生徒と面談を行い、生徒一人ひとりの個性
や状況に合わせた、柔軟な指導を行う。
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・家庭や寮での学習量や内容が不十分で、十分な態勢で授業や考査に臨めていない生徒がいる。
・基礎学力が不足しているため、教科内容の習得に時間がかかる生徒がいる。
・進路に対する目標が明確でなく、課題への取り組みが不十分な生徒がいる。
・自分の学習状況を自己診断できず、自らの学習を調整できていない生徒がいる。

達成目標

①学習時間の確保
・生徒の1週間あたり、授業以外の学習時間

②自ら学習改善するための工夫をする態度の育成
・自分の学習状況を自己判断し、学習改善に取り組んだ
かを4点満点で評価
（各学期末に取り組み状況で調査）

・各学年平均６００分以上 ・各学年3点以上（4点満点）

・生徒が取り組みやすい課題内容や生徒個々に合わ
せた課題レベルを検討し、朝学習をはじめ授業以外の
時間にも学習する習慣を身につけさせる。
・詳細な学習・生活実態調査を実施し、生活指導を合わ
せたきめ細やかな面接指導、助言を行う。
・進路調査、成績結果と実態調査結果を分析し、進路
意識を高める面接により、意識付けを図る。

・授業以外でも分からない箇所を先生に質問に行くなど、
少人数の特性を活かした学習への取り組みがある。継続
して進めていくとよい。

・自ら改善にむけて工夫をする態度は、完了する性格のも
のではなく、自らの活動を深く振り返り新たに工夫していこ
うとする前向きな生徒ほど、回答は満点とはならないと考
えられる。
・反面、十分学習改善に向け工夫したと回答した生徒にも
学習内容が十分身についていたか不明瞭な者もある。
「先生に質問し、分からないところが理解できた」「家庭学
習のやり方を変えて効果が出た」など、具体的な行動変
容と学習効果を結びつけられるよう粘り強い指導が必要
である。

１学期末調査結果
　第１学年　２.９点
　第２学年　３.０点
　第３学年　３.４点

　平均　３.１点

２学期末調査結果
　第１学年　３.２点
　第２学年　３.１点
　第３学年　３.３点

　平均　　３.２点

・学び方や学習計画の立て方等についてのモデルや事例
を示しすなど、対話の中から自らに適した学び方について
考えられる機会を持つ。
・個々の「自ら学習を調整しようとする側面」を大切にし、
振り返りから自身の学習状況を自覚できるようにする。
・評価の結果をフィードバックし、適宜アドバイスや支援を
行う。

　　　　　（　評価基準　Ａ：達成した　　　Ｂ：ほぼ達成した　　C：現状維持　　Ｄ：現状より悪くなった　）



重点項目 学校生活

重点課題 安全な学校生活と心身の健康について

現　　状

方　　策

達成度

具体的な
取組状況

評　価

学校運営
協議会
の意見

次年度に向
けての課題

等

Ａ

・スマートフォン利用に関するルールを毎年更新してお
り、今年度もリーダー研修会にて見直しを実施した。校
則の意義を含め、「なぜ規則が必要か」を本質的に考
える機会を設けた。
・１学期末に自分で作るルールを、各自で見直すことに
よって自律的な活用の意識を高めることができた。
・ネットトラブル防止講座を開催し、SNS等のリスク管理
やスマートフォンの適切な使用方法について、生徒一
人ひとりに深い思考を促した。

・専門家による睡眠に関する講演会を行った。
・７月と８月に睡眠に関するアンケートを実施し、生徒自身
が自身の生活リズムを客観的に把握・評価する機会を設
けた。
・厚生委員会が文化発表会や学校保健委員会で「本校生
徒の睡眠実態」の調査結果を発表した。併せて、啓発ポス
ターを制作・掲示し、生徒への意識付けを図った。
・保健だより、給食だよりを通して、睡眠に関する情報提
供を行った。

C

・生徒会のスマホルールを周知し、毎学期末に守れた
かどうか、５段階評価する。
・ゲームや動画視聴等のルールを自分で作り、毎学期
末に守れたかどうか、５段階評価する。
・正しい使い方について考える機会を設ける。

　　　　　（　評価基準　Ａ：達成した　　　Ｂ：ほぼ達成した　　C：現状維持　　Ｄ：現状より悪くなった　）

アンケート結果は次の通りで、目標を達成することがで
きた。
・生徒会のスマホルールを守れた生徒
１学期末８９％、２学期末９１％
・自分で作るスマホルールを守れた生徒
１学期末６８％、２学期末５９％

・睡眠の質はスマホアプリでも解析可能であり、参考にし
てほしい。
・質の良い睡眠への意識を高めることが、個々の健康維
持だけでなく、抱えている悩みにも寄り添い、解決へとつ
なげる大切な第一歩になることを期待する。

睡眠の質のアンケート結果（７月と８月）
・30分以上寝つけない
　まったく・あまりあてはまらない66.1%　→　72.4%
　　良い回答が　６．３％増加
・深く眠れた感じがしない
　まったく・あまりあてはまらない45.8%　→　48.3%
　　良い回答が　２．５％増加

・決まりを守ることと同時に、危険回避や健康管理の重
要性を学ぶ機会としても、大切にしてほしい。
・子どもたちが情報社会を賢く生き抜くために、スマホ
やネットの利便性とリスクの両面を学ぶ機会を、今後も
計画的に継続していただきたい。

・30分以上寝つけない、深く眠れた感じがしない生徒が少
しいるので、睡眠の量や入眠時間など睡眠に関するの継
続した意識づけが必要である。
・睡眠の質の改善するためにスマホの使い方や入眠しや
すくなる食事の情報提供を続ける。

②質の良い睡眠をとる意識の向上
・睡眠の質についてチェックシートで調査し、「睡眠の質が
良い」と回答する生徒の割合

・２回目の調査で「良い」の回答が１０％以上増加

①スマホを正しく使える生徒
・生徒会のスマホルールを守れる生徒80％以上
・自分で作るスマホルールを守れる生徒50％以上
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・自分で作るルールが曖昧な表現で、評価しにくいと思
われるものもあった。
・生徒会中心に、毎年スマホルールを見直しているが、
全生徒を巻き込んでルールについて考える機会を設
け、納得したルールを作っていきたい。

・登下校時に、交通ルールに対する安易な行動（歩きスマホ等）が時々見られる。
・スマホを長時間、夜遅くまで使用するため、授業中眠そうにしている生徒も見受けられる。
・生徒数が少ないことにより、人間関係が濃密になりやすく、ささいなことから人間関係のトラブルやいじめにつなが
りやすい。
・不安や緊張に弱い生徒、悩みを抱える生徒が増加傾向にある。
・自主的な健康管理ができず、体調不良を訴える生徒が増えている。また、睡眠に対する正しい知識が乏しく、週
初めに寝不足の傾向がある。

達成目標

・HR等を利用して、質の良い睡眠とはどのようなものか理
解させ、それを踏まえて自分はどうすべきか考えさせる。
・保健だより、給食だより、生徒厚生委員会の活動を通し
て、情報提供をする。
・保健室での保健指導や、生徒寮での舎監による指導を
行う。



重点項目 進路支援

重点課題

現　　状

方　　策

達成度

評　価

学校運営
協議会
の意見

次年度に向
けての課題

等

　　　　　（　評価基準　Ａ：達成した　　　Ｂ：ほぼ達成した　　C：現状維持　　Ｄ：現状より悪くなった　）

高校での進路は、人生を決めるものであると考える。

・一般選抜入試を希望する生徒のニーズにも応えるため、
早めに生徒の進路希望・学力を把握し、個別指導や適切
な教材の提供などによって、1年次から学力の維持・向上
を図る必要がある。学力・学習状況の把握を通じ、一般選
抜入試に対応できる学力上位層のグループの生徒を早
期に意識づけ、取り組みをはじめることが必要である。

1年：C　　2年：A　　3年：A

・6月の進路ガイダンスのなかで、2年生に対して学校説
明会(大学・短期大学・専門学校)を実施した。
・1学期期末考査後～終業式までの6限帯の授業を各
学年主導の進路研究の時間とした。そのなかでの活動
を踏まえることで、生徒1人1人との進路面談を充実させ
ることができた。
・1年生は、学問・職業適性検査の結果分析を踏まえ、
職業講座(なるには講座)や文理選択に向けた意識づけ
を行った。
・2年生は、オープンキャンパスだけでなく、一部生徒に
は、アカデミック・インターンシップへの参加を促し、事
前・事後指導を行った。
・1・2年生を対して、職業講座(スペシャリストに聞く)を実
施し、将来の職業選択への意識づけを行った。

・生徒１人１人の特性・進路希望に合わせた進路関連情
報を適時・適切に提供する。
・基礎学力の状況を「学びの基礎診断」や外部模試、検定
及び家庭学習時間調査の結果を通して把握し、個別の支
援などを含めた学習指導を充実させ、進路希望先で必要
とされる学力の定着を図る。
・小論文、面接、実技の指導など選抜方法に応じた個別
指導を早期から計画的に実施し、実践力を養成する。

・適性検査や進路ガイダンス、職業講話、進路見学会
などの行事を系統的に実施し、自己理解や学問・職
業、入試・就職制度への多角的な理解を促す。
・オープンキャンパスやインターンシップなどへの参加
と、参加前後の面談を通して、志望進路の明確化と具
体化を図る。
・進路に関する個人面談を実施し、保護者会を通して、
生徒と保護者が十分な合意のもとに進路を選択できる
よう支援する。

・3学年　95.5％（2学期末時点）
･1学年　45.0％（2学期末時点）
･2学年　87.5％（2学期末時点）
･3学年　95.5％（8月末時点）

・6月から放課後(主に8限帯)に3年生に対して進路対策の
補習を実施した。全員に指導担当教員を割り振り、進路
希望先の受験に向けて、選抜方法に応じた志望理由書の
作成指導や学習・小論文指導を実施した。
・6月の進路ガイダンスのなかで、3年生に対して面接のポ
イントや志望理由書・小論文の書き方などより実践的な内
容を学ぶ機会を設けた。
・2学期には、明確化した出願先に対応する教科・小論文・
面接指導を全教員で担当・実施し、2学期末考査まで継続
した。

A

・1年生の段階から自己理解と進路探究を深めること
が、学校の魅力向上、ひいては全国からの応募増への
確かな一歩となることを願う。
・多様なキャリアを歩む先輩たちとの交流を通じて、進
路をより広い視点で捉えられるような場を設ければどう
か。

・それぞれの進路関連行事の意味を生徒に十分に理
解させながら、できるだけ早期に志望を明確にさせ、対
策に必要な時間を十分に確保することが重要である。
・文理選択や入試方式、奨学金などについて、保護者
との情報共有を密にして、学校・生徒本人・保護者との
間で認識に齟齬が生じないように務める。

具体的な
取組状況

達成目標

①早期の進路希望の明確化
各段階に応じて、進路希望を明確にできる生徒の割合

②進路支援に対する満足度の向上
個々の進路希望に応じた進路支援に対する生徒の満足
度

・１学年：進路希望調査
　進学希望校種・学部や就職希望が定まっている割合
　　８０％以上（２学期末、２月末時点）
・２学年：進路希望調査
　志望校名・学部・学科や希望業種が定まっている割合
　　８０％以上（２学期末、２月末時点）
・３学年：進路希望調査
　出願希望校・就職希望企業業種が定まっている割合
　　９０％以上（８月末時点）

・３学年：
　進路支援に対する生徒の満足度
　(学校の支援・指導が役に立ったと感じた割合)
　　９０％以上（１学期末、２学期末時点）
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主体的に進路を選択する力と進路実現に必要な能力の育成

・進路希望先は、大学・短期大学・専門学校への進学、就職と多様である。また、生徒間の学力差が大きく、進路
実現のために必要な学力と実際との乖離が大きい生徒も少なくない。
・進路実現のためには、早期に進路目標を設定し、その実現に必要な能力の育成に十分な時間をかけることが重
要であるが、明確な目標が定まらないままに最終学年を迎える生徒が少なくない。
・主体的に進路を選択する力を育成するために、学校においては、適性検査や進路ガイダンス、職業講話、進路見
学会などの行事を系統的に実施し、自己理解や学問・職業、入試・就職制度への理解を促している。さらに、オー
プンキャンパスやインターンシップなどへの参加を利用して、進路希望先の具体化・明確化を促している。
・令和元年度より外部模試を主に大学進学希望者を対象とする希望制とした。また、令和元年度から１・２年生に
導入している「高校生のための学びの基礎診断」として、現在は１学期にスタディサポート（ベネッセ）、３学期に実
力診断テスト（ベネッセ）を実施しており、生徒の基礎学力の判断指標とし、全体及び生徒個々の教科指導と進路
指導に生かしている。



重点項目 特別活動

重点課題 特別活動の充実および読書習慣の定着

現　　状

方　　策

達成度

具体的な
取組状況

評　価

学校運営
協議会
の意見

次年度に向
けての課題

等

　　　　　（　評価基準　Ａ：達成した　　　Ｂ：ほぼ達成した　　C：現状維持　　Ｄ：現状より悪くなった　）

Ｂ

・生徒の自主性を大切にした運営、事前の準備を大切
にする。
・多くの生徒が準備に参加できるように計画を立てる。
・リーダー研修会等を通して、リーダーとしての心構え
や積極性を育てる。
・アンケートでは、楽しかったかどうかだけでなく自分が
成長できたかなどの観点も考慮させる。

・年間読書冊数の目標を達成した生徒が７０％以上
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・生徒会中心に、生徒主体の学校づくりを目指している。生徒会行事ではそれが達成されているが、校則等の規律
という面では教員に頼る部分もある。
・放課後、部活動のない時間帯に学習せず、スマホをさわっている生徒が見受けられる。
・小中高合同運動会、球技大会、文化発表会など、生徒が積極的に取り組んできた行事は多いが、コロナ禍で行
事が中止もしくは縮小・制限され、モチベーションが低下気味である。
・年間で一冊も本を読まない生徒が４割を超えており、生徒の読書離れが懸念されている。
・図書館の蔵書冊数が他校に比べて少なく、十分とは言えない状況である。

・各学年定期的に朝読書を実施した。
・図書室を生徒が学習や読書がしやすくなるように環境整
備をした。貸出カウンターの改修や新着図書専用棚の設
置により、貸出冊数が前年を上回った。
・7月の選書アンケートに基づき、生徒の興味に即した図
書を拡充した。
・教室前に「出張図書」を配置し、本に触れる機会を日常
化した。

・学習はもちろんのこと、特別活動が充実していること
は、豊かな高校生活を送り、一生の思い出を作る上で
極めて重要であると感じる。

・各学年で毎週朝読書の日を設け、生徒全員が読書に取
り組める機会を増やす。
・「図書室だより」の発行や「購入図書調査」を通して委員
会活動を活性化し、読書への関心を高める。
・図書室と学級文庫に生徒が関心を高めるの蔵書を増や
す。
・生徒が興味を持ち、手に取りやすいように、図書室内外
の図書の配置を工夫する。
・読書調査記録表に読んだ本の冊数を記入し、読書量を
意識させる。

・生徒各自の年間読書目標冊数に到達している生徒は約
７４％である。
　　（※４月から１２月までの期間における暫定冊数）
１年生７３％、２年生７５％、３年生７３％

しかしながら、４月から１２月の間、読書冊数０の生徒が１
年生１名、２年生２名、３年生３名いる。

達成目標

①学校行事や生徒会行事等での満足度
（５：満足、４：やや満足、３：どちらともいえない、２：あま
り満足できなかった、１：満足できなかった）

・すべての行事で、４以上の生徒が７５％以上

②読書習慣の確立
・生徒が良書に触れることを目的とする。年間読書の目標
冊数を生徒各自が設定する。

・評価が４以上の生徒の割合は次の通りで、目標を達
成することができた。
小中高合同運動会９３％
球技大会７８％
文化発表会８２％
台湾修学旅行100％
五箇山探究（茅刈り、金沢探究）８０％

・リーダー研修会等を通して、リーダーの自覚を促すと
ともに、生徒主体で企画・準備に取り組める積極性を育
んだ。
・生徒の自主性を大切にし、多くの生徒が準備に加わ
れるように計画を立てた。

A

・次年度も、準備段階から生徒が主体となって行事を運
営していくようにしたい。また、五箇山を体感できる活動
も継続していきたい。

・満足度調査では、学年により75％に満たない行事も
あったので、どの学年でも満足度が高くなる工夫をして
いきたい。

・「出張図書」などの日常的な仕掛けが貸出増につながっ
た点は非常に好ましい変化である。
・学校内の蔵書数に限界があるなかで、市の図書館の活
用を検討するという方針は大変有効だと思う。

・図書室の環境整備をした結果、図書室の書籍の貸し出
し数は増えた。来年度はより生徒が興味・関心を持つ書
籍を増やしたい。
・市の図書館なども活用していきたい。

・目標達成者は74%に達したが、依然として読書数0の生
徒がいるため、個別のアプローチが必要である。



重点項目 その他（地域・家庭との連携、生徒寮生活）

重点課題

現　　状

方　　策

具体的な
取組状況

評　価

学校運営
協議会
の意見

次年度に向
けての課題

等

　　　　　（　評価基準　Ａ：達成した　　　Ｂ：ほぼ達成した　　C：現状維持　　Ｄ：現状より悪くなった　）

生徒の教育活動に関わる内容のＨＰの記事の更新回
数　：　４６回　（１２月２４日時点）
１月～３月の分を加えると、６０回を超えると予想でき
る。

達成度

1学期の達成率（４～７月調査：４回分の平均値）
 生活目標８９％　学習目標９６％
（生活目標　Ｒ６/９４％　Ｒ５/９５％　Ｒ４/９７％）
（学習目標　Ｒ６/９２％　Ｒ５/９３％　Ｒ４/９５％）
　
2学期の達成率（９～１２月調査：４回分の平均値）
 生活目標９５％　学習目標８３％
（生活目標　Ｒ６・９６％　Ｒ５・９５％　Ｒ４・９３％）
（学習目標　Ｒ６・９６％　Ｒ５・９９％　Ｒ４・９７％）

・行事や文化交流に加え、ボランティア活動や座談会と
いった多様な交流の形も検討されることを期待する。
・今後、全国募集生の多様性が増したとしても、個々の目
標に合わせたきめ細かな指導を行うという本校の伝統を、
さらに深化させていくべきだと感じている。

・本校のＨＰに学校行事等の記事をその都度掲載し発
信する。
・各分掌、学年、部活動等の担当者が随時掲載・更新
する。
・生徒の活動の様子がわかる内容の記事を月５回以上
掲載・更新する。
・更新状況を保護者に安全メールで知らせる。
・生徒、保護者にとって必要なデータを残すよう、古いも
のについては整理する。
・各種「たより」の発行も従来通り行う。

・それぞれの目標達成率７５％以上

・２、３年生は頑張れば達成できる範囲にハードルを上
げ、現状の生活と学習の質を上げる目標を一人一人に設
定させ、振り返りにより自信を持たせる。
・それぞれが設定した目標の内容は他の寮生に開示しな
いが、毎月の目標の達成度を寮内に掲示し、互いに刺激
し合うことで自分で立てた目標を常に意識させる。
・職員には舎監時に寮生全員分の調査用紙を見てもら
い、日頃の指導に役立ててもらう。

・HP担当者のみならず、各分掌・学年・部活動顧問によ
る直接更新をし、全校的な発信体制を構築した。
・行事実施から掲載までの期間を短縮し、生徒の活動
をタイムリーに伝える記事が増加した。
・12月時点で46回更新。月5回以上のペースを維持して
おり、年度末には目標（60回）を達成する見込みであ
る。

B

・各学期始めに、各自生活面と学習面における頑張りた
い目標を設定し、毎月達成度の調査を実施した。
・寮生が記入した目標や自己評価は、職員間で共有し生
徒指導の一助とした。
・学年と男女別に達成率を毎月公表し、寮生活における
自己の取り組みを確認する機会を設けた。
・今年度より入寮した全国募集生徒6名も、他生徒と遜色
なく良好に活動した。
・どの寮生も自分の取り組みについて冷静に評価し、達成
感を感じたり、反省をする良い機会となった。
・1学期の生活目標達成率が例年より低迷したのは、中心
学年である2年生が多忙により目標の「規則正しい生活」
を完遂できなかったことが主因と考えられる。
・2学期の学習目標達成率の低下は、1・2年生が実力以
上に高い学習計画を設定したことによるものと推察され
る。

教育活動への理解を深める情報発信の強化

令和７年度　南砺平高等学校アクションプラン　　－５－

・地域の方々との交流が、より積極的に行われることを
期待する。

Ａ

・ＨＰに関心をもって閲覧してくださる保護者が多くなっ
た。またＨＰに対する要望も多くなってきた。それらに応
えるようさらに内容を充実させたい。
《保護者からの要望》
・部活動の成績を最新のものに更新する。
・年間、毎月の行事予定を早めに掲載する。
・記事数は増えたが、今後は保護者の満足度をより高
めるため、写真の活用や構成の工夫など内容のさらな
る充実が必要である。

・各種「たより」は定期的に発行されており、「学校だよ
り」は7月、１２月、３月に平・上平地域全戸に配布し、広
報活動を行っている。また、本校のＨＰにも掲載してい
る。
・本校の様子を本校ＨＰに適宜掲載しているが、内容に
対する保護者の満足度を高めたい。
　

生徒寮における生活と学習の質の向上

達成目標

①本校のＨＰの内容の充実と更新回数

・生徒寮で生活する生徒が年々多様化し、そのためひとり
一人の学習能力や生活能力の差が激しい。このことか
ら、今年度も昨年度に引き続き、個人に合わせた目標を
学期ごとに掲げて努力させたい。これまでこの取り組み
は、寮生活で自分自身を振り返る良い機会となり、寮全体
の良い刺激となった。そのため、今年度も２、３年生は昨
年度以上の高い目標を設定し、寮生活の活性化をはかっ
ていく必要がある。

・生徒の教育活動に関わる内容のＨＰの記事の更新回
数年間６０回以上

②寮生活の目標と学習時間の目標の達成率
・一人一人が寮生活の目標と学習時間の目標を学期ごと
に掲げ、「達成できた・だいたいできた」と回答する生徒の
割合（毎月のアンケート調査）

・来年度も全国から生徒が来る可能性が高く、さらなる意
識の多様化が予想されるため、統一した目標より一人ひ
とりに合った目標を設定させ、それに向けて努力させる方
が合っているように思われる。
・今年度も、感染防止対策「手洗い・うがい」の実施を毎月
調査し、１・２学期全体における「だいたできている」以上
の割合は１００％であり、寮内における感染症の蔓延もな
かった。防止対策の呼びかけと共に、この調査も継続して
意識を高めていった方が良いと思った。


